










































































































































































































































































































































































体の姿を描くという, ｢雪だるま式(snow ball sampling)｣の聞き取りという方
法を採用し,時には,対象家族のご自宅を訪ねる形で,その成員一人ひとりに時
間をかけて個別の丁寧な聞き取りを実行している｡こうした多様な調査方法の採
用は,都市社会学のみならず社会学における調査方法は当たり前とされる方法で
はあるが,その当たり前な方法を,たゆむことなく着実に実行している点につい
ても､それはまさに藤原氏本人の調査研究に対する,地道で誠実な人柄の結果で
あると,審査委員会では高く評価した｡
以上の点からして本論文は,異質性を生きる人々の生き方やアイデンティティ
形成の現実を克明に描くことに成功しており,また,従来の都市社会学にはない
視点であった, ｢トランスローカル･コミュニティ｣として,移動のなかにある
地域を見る試みを提示していると審査委員会では評価した｡
Ⅱ.審査結果
審査委員会では,上記の論文審査結果と, 8月21日午後3時から審査委員会及
び大学院担当教員の出席のもとで実施された｢[1頭試問｣での結果も含め,藤原
法子氏の博士請求論文『トランスローカル･コミュニティー越境する子ども･家
族･女性/エスニック･スクール』が,論文博士を授与するに値する論文である
と認めた(なお,論文博士として藤原氏には語学-科目が義務付けられ,藤原氏
は英語を選択したが,学位請求論文のなかに英語文献が相当数含まれ,また,的
確に使用されていることから,論文博士を授与するに値する実力があるものと審
査委員会では判定した)0
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